
144 

 

６ 重点区域における良好な景観の形成に関する施策との連携 

(1) 景観計画との連携 

重点区域は平成 20年（2008）に策定した松本市景観計画において、歴史的景観

区域と中心都市景観区域で構成されています。歴史的景観区域は、国宝松本城、

旧開智学校校舎を始め、城下町の歴史的まちなみや、町割を色濃く残す景観要素

で構成されている区域です。また、中心都市景観区域は商業施設・業務施設・行

政施設が集積し、松本市の中心市街地を形成している区域で、近代的都市景観を

形成しています。 

景観計画における景観重点地区としては、松本市の象徴である松本城を中心と

する「お城地区」（松本城周辺重点地区）、町人地として、城下町の町割が残り、

明治期の蔵など歴史的資産が点在し、中町通りに代表される歴史的街並みの保全

と復元が図られている「お城南地区」（中町・高砂通り周辺重点地区）を指定して

います。 

また、平成 30 年（2018）には歴史的景観区域と中心都市景観区域に中高層建

築物を計画する事業者に対し、松本市景観条例に基づく景観事前協議を行うこと

を義務付け、地域に応じたきめ細やかな景観誘導を図っています。 

  
景観事前協議制度の概要 
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 重点区域 

 事 前 協 議
制度範囲 

高さ制限別区分 

 29.4m(緩和有) 

 29.4m 

 25m 

 20m 

 15m 

 12m 

松本城周辺高度地区 

 20m 

 18m 

 16m 

 15m 

 

 

景観事前協議制度の範囲 

 

お城東地区 

お城地区 

お城南地区 

北松本地区 

西口地区 

中央西地区 
中央東地区 

松本城 

松本駅 

景観計画における重点区域内の建物の高さ制限 

29.4m緩和有 

29.4m 

25m 

15m 

20m 

12m 

20m 

18m 
16m 

15m 

重点区域 
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(2) 松本市都市計画マスタープランとの連携 

松本市は、計画的な土地利用による住環境の向上と経済活動の促進を図るため、

昭和 13年（1938）に用途地域を設定し、その後市域の拡大、市街地の発展に伴い

変更を行ってきました。昭和 15年（1940）には、松本市を代表する歴史性と緑の

拠点としての役割を担う松本城跡及び外堀周辺に風致地区を設定し、建築物・樹

木の伐採などに制限を設け、美観風致の保全を図っています。 

松本城の南側と松本駅からつなが

る商業地域は、歴史的文化遺産の保

全と都市開発とが背中合わせとなる

地区で、高度経済成長期には経済効

率の良い高層建築物が度々計画さ

れ、その都度、建築指導等により景観

問題に対処してきましたが、法的拘

束力のない誘導的指導では建築物の

高さ規制、景観保護対策が困難なこ

とから、国宝松本城の存在感の保持

と住環境の保全を目的として平成 13

年（2001）に高度地区を設定しまし

た。 

また、平成 21年（2009）には、松

本藩の武家地として静かで落ち着き

のある城下町のたたずまいが残る

「お城北東地区」において、閑静で古

くからの情緒のあるたたずまいの保

全と良好な生活環境の形成を図るた

めのルールを定めた地区計画を決定

しています。地区計画は、法的拘束力

があり、良好な住環境を形成するた

めの手法としては非常に有効である

ことから、市内全域では 39 地区にの

ぼる地区計画が運用され、それぞれの

地区にふさわしいまちづくりが進め

られています。 

今後は、重点区域内の７つの地区で運用されている「まちづくり協定」による

景観上の行為制限について、更に実効性を高めるため、地域住民の意向を反映し

ながら高度地区や地区計画の設定を進め、良好な市街地景観の維持向上を図るも

のとします。  

 

重点区域の都市計画 

1 中高 

1 住 近商 

2 住 

商業 

準工 

1 低 

松本城 

松本駅 

近商 

1 住 

1 中高 

2 住 

重点区域 

用途地域区分 1種低層住居 1種中高層住居 

1種住居 2種住居 近隣商業地域 

商業地域 準工業地域    
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ア 風致地区（松本城址地区） 

重点区域内において定められている風致地区の「松本城址地区」は、松本市

を代表する歴史的・文化的遺産を有し、市民にやすらぎを与えてくれる緑の拠

点としての役割を担うことから、昭和 15 年（1940）に風致地区として指定さ

れ、都市の中の歴史的・自然的景観を有する風致の保全が図られています。ま

た、平成 27年（2015）には松本市風致地区条例を施行し、今後も、地区内の行

為の許可申請を通じ、良好な歴史的・自然的景観の保全を図ることとします。 

【松本城址風致地区】 

 

 

【建築物に関する主な規制内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

規制対象 第１種 第２種 

高 さ 8.0ｍ以下 15.0ｍ以下 

距離 
道 路 3.0ｍ以下 2.0ｍ以下 

隣 地 1.5ｍ以下 1.0ｍ以下 

建蔽
ぺい

率 20％以下 40％以下 

色彩 
屋 根 黒、緑色系統 

壁 茶、灰色系統 

緑地率 50％以上 30％以上 

 

風致地区区分図 

重点区域 
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イ 高度地区（松本城高度地区） 

平成 13年（2001）３月、都市計画法に基づき、建築物の高さ制限を定めた高

度地区（32.6ha）が指定され、松本城本丸及び二の丸（外堀）内から北アルプ

ス及び美ケ原を中心とした東山の優れた景観保護、松本城天守閣の存在感保持、

及び松本城周辺の住環境の保全が図られています。 

【松本城高度地区】 

 

 

 

 

 

【高度地区の高さ制限】 

地区名 面積 建築物の最高限度 

松本城Ａ 約 17.2ha 15ｍ 

松本城Ｂ 約 6.3ha 16ｍ 

松本城Ｃ 約 2.4ha 18ｍ 

松本城Ｄ 約 6.7ha 20ｍ 

計 約 32.6ha  

 

ウ 地区計画（城北東地区計画） 

松本市の中心市街地の北部に位置し、ＪＲ松本駅より北に約２ｋｍ、松本城

より北に約１ｋｍの地点に当たる城北東地区は、松本藩の武家地として静かで

落ち着きのある城下町の風情が残っています。平成 21 年（2009）３月に都市

計画法に基づく地区計画が定められ、閑静で古くからの情緒のあるたたずまい

 

高度地区区分図 

重点区域 
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の保全と良好な住環境の形成が図られています。 

今後も、地区計画内の行為の届出を通じ、情緒のあるたたずまいを保全し、

良好な住環境の形成を図っていきます。 
 
【城北東地区計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 城北東地区計画 

面積 約 9.0ha 

用途 

地域 

第 1 種中高層住居専用地域 

第 1種住居地域 

近隣商業地域 

地

区

整

備 

建

築

物

等 

1.建築物等の用途制限 

2.敷地面積の最低限度 

3.壁面の位置の制限 

4.建築物等の高さの最高限度 

5.垣又は柵の構造制限 

 

重点区域 

 

【地区計画の概要】 
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(3) 屋外広告物条例との連携 

屋外広告物は景観を構成する重要な要素であることから、松本の良好な景観へ

の規制・誘導と風致の維持向上を図るため、これまでの県条例から松本市の特性

を踏まえた独自の屋外広告物条例を平成 21年（2009）２月に施行しました。 

松本市の魅力である北アルプスや美ケ原高原などの山岳眺望と松本城を中心と

した歴史的景観を保全するため、屋上広告物や野立て看板の規制を強化するなど、

独自条例としての有効性と実効性を確保しています。 

今後は、条例の周知に取り組むとともに、市民意識の高揚に努め、松本市の多

様な景観（自然、山岳、田園、市街地、城下町など）の保全や形成を目指すもの

とします。 

 

【行為制限に関する事項】 

禁止区域・禁止物件・許可区域・許可基準・罰則規定など掲出方法に係る制

限を定めました。 

○行為制限の概要 

項 目 内       容 

禁止物件 橋、トンネル、電柱、信号機、道路標識、カーブミラー、 
消火栓、街路樹など 

禁止広告物 破損・老朽化したもの、落下のおそれがあるもの、基準を超え
る色彩のもの、天空を照らす照明器具を使用したものなど 

禁止地域 

（適用除外基準有） 

1.都市計画法の用途地域等による禁止地域 
2.展望系禁止地域（道路、鉄道、河川） 
3.交差点禁止地域 

許可地域 第１種許可地域 住居地・田園エリア 

第２種許可地域 住居と店舗・事業所が混在するエリア 

第３種許可地域 国道 19号沿い両側 30ｍエリア 

第４種許可地域 商業地域（中心市街地） 

第５種許可地域 松本駅前東口広場周辺 20ｍ以内 

色彩制限 禁止地域及び各許可地域ごとに屋外広告物の表示１面の最大
面積を占める地色（地色の面積が表示１面の２分の１未満であ
る場合には、表示１面の２分の１を超える面積を構成する色）
について、マンセル表色系の色相ごとの彩度の上限を設定 
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【特別規制地区】 

景観計画重点地区である「お城地区」及び「お城南地区」については、屋外広

告物条例においても特別な規制を行う地区として、各地域の許可基準に加え、屋

上広告物の禁止・色彩制限の上乗せをした行為制限を定めています。 

また、北アルプスを間近に望む安曇地区は、中部山岳国立公園を除き、特別な

規制を定めています。 

  

 

重点区域の屋外広告物規制図 

重点区域 
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(4) 松本市駐車場配置適正化条例との連携 

歩行者の移動上の利便性・安全性を確保することを目的として、松本市立地適

正化計画に設定した、駐車場配置適正化区域等について、届出制度や配置に関す

る基準を定める松本市駐車場配置適正化条例を令和２年（2020）６月に施行しま

した。 

松本市には良好な住環境や地区の特性にあった景観・まちなみの形成などを目

的とした「まちづくり協定」を運用している地区があります。このうち、松本城

三の丸地区に位置する「お城周辺地区」の第２ブロックの協定範囲を対象として、

駐車場配置適正化区域を設定しました。 

この区域内では、一般公共の用に供する一定規模以上の駐車場を設置する場合、

面積や位置等について届出が必要となるほか、出入口の位置や構造などについて

基準を満たす必要があります。 

 

○届出区分（駐車場法による届出との関係） 

駐車場の種類 
路外駐車場（駐車場法第２条第２号） 

駐車場の規模 

(駐車の用に供する部分の面積) 
有料駐車場 無料駐車場 

～30㎡ 届出不要 

30㎡～500㎡ 特定路外駐車場（松本市条例適用） 

500㎡～ 届出駐車場 
（駐車場法第 12 条）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

松本城 

駐車場配置 
適正化区域 

駐車場配置適正化区域 

重点区域 
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(5) その他良好な景観の形成に関する施策との連携 

ア まちづくり協定 

地区計画のような法的拘束力は持ちませんが、地区計画と同じようにまちづ

くりを目指す取り決めとして｢まちづくり協定｣が挙げられます。重点区域内で

は、現在７地区において「まちづくり協定」が運用されています。 

特徴としては、ＪＲ松本駅の商業地に連続する核的商業地区、松本城下の商

人町の面影が残る中町や高砂通りを中心とする地区、大正時代に流行った看板

建築・洋風建築の建物が残るお城東まち地区などがあり、公共空間の整備とあわ

せて、それぞれの地区における歴史性や物語性を重視した回遊性の高い魅力あ

る観光型の商業都市を目指しています。 

今後も、地域住民のまちづくりへの意向を反映しながら、新たなまちづくり

協定の締結に向け取り組んでいきます。 

 

 

                                                                                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり協定 

 中央西街づくり協定 

 本町まちづくり協定 

 
中央東高砂通り周辺地区 

まちづくり協定 

 中町（蔵のある）まちづくり協定 

 お城下町まちづくり協定 

 お城の東まちづくり協定 

 お城周辺地区まちづくり協定 

 

まちづくり協定位置図 

重点区域 
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まちづくり協定書（中町（蔵のある）まちづくり協定書） 

建築物を新築する場合、屋根・庇に
ついて道路等の境界から１ｍセット
バックし、建築物の高さは１８ｍ以
内とする。 


